ウシの横隔膜と食道・胃移行部附近の局所解剖学的研究および生体内鋳型法との比較観察 by 和久井 信
氏名（本籍）　和久井　信（東京都）
学位の種類　　獣医学博士
学位記番号　甲第48号
学位授与の要件　　学位規則第3条第1項該当
学位論文題名　　ウシの横隔膜と食道・・胃移行部附近の局所解剖学的研究および生体内鋳型法
　・’・’・「・呂二’…〉∴一との比較観察　・一・壁1』・．・や
論文審査委員　　（主査）教授　鹿　野　　　絆
　　　　　　　　　（副査）教授江口保冷
　　　　　　　　　　　　　教授　藤　岡　冨士夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　論文．’内容の要・旨
　ウシの横隔膜は肝臓，脾臓，そして第一胃の頭背側端などとの間で附着領域を示し，この周辺の各器官の
保定構造として重要な役割を果している。特に横隔膜・食道裂孔と噴門附近においてJackson，　Caballero，
DoughertyらはDiaphragmatic　sphincもerを，また，　Nicke1らはCaudal　esophageaユsphincterを示
し，この部位の重要性を示唆してきた。それにもかかわらず同部周辺の詳細な局所解剖学的研究はわずかで，
それもすべて剖出した個々の臓器を対象としたものであり，まして第一胃の噴門周辺と横隔膜との相互位置
的関係について両者間の付着状態まで言及した業績はほとんど見当らない。
　本研穽は、；ウシ（ホルスタイン種）晩期胎仔，新生仔，および成牛における剖出固定標本，固定液浴中で
の全身二流固定標本，ラテックス血管注入標本を用い，食道裂孔を構成する横隔膜とその腰椎部および食道
胸部後半から第一胃前房附近の筋層構築，神経支配，動脈支配を明らかにし，加えて固定液浴中での全身灌
流固定標本と生体内鋳型標本とを比較観察したものである。本研究は，ウシの横隔膜・腰椎部および食道胸
部後半から第一胃前房附近の解剖学的記載として重要であるのみならず，横隔膜・食道裂孔と食道末端部か
ら胃前房附近の相互位置的関係を局所解剖的に明らかにすることで，噴門開閉機構ひいては反劉，消化機構’
の本態を解明するための極めて重要な基礎資料である。
　本研究において，横隔膜・食道裂孔と食道末端部から第一胃前房附近が密接なる相互位置的関係を示すこ
とが形態学的に明らかになった。横隔膜・腰椎部の食道裂孔部と噴門から胃前房附近との間は，脚膜および
胸膜に加え多くの脈管を介した附着帯によみて』しっかり保定され，特に横隔膜・食道裂孔の右側壁を構成す
る右脚右内側部は噴門に対し面状に接するのに比べ，左側壁を構成する右脚左内側部は噴門を左側から腹側
を通り右側まで筋ワナ状に取り囲み，噴門の左側部ではクサビ状に第二胃溝左唇の基部に相い対し噴門ロを
’絞約閉鎖していた。また生体内鋳型法で認められた噴門・横隔膜ヒダは，噴門開口時に第二胃溝左唇が尾方
へ移動し，横隔膜・腰椎部の右脚左内側部が食道末端部の左側から腹側を通り右側にかけて絞約することか
ら形成される食道壁の突隆構造であることが明らかになった。これら結果の詳細は以下の通りである。・
　［コ横隔膜・腰椎部の左脚および右脚は各々内・外側脚に区分され，右内側脚はさらに右脚左・右内側部
に区分され食道裂孔を形成していた。
　囮横隔膜・食道裂孔部における右脚左右内側部の相対筋最大横断面積の相対値は右脚左内側部が高値を
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　　　　　示し，またこの右脚左内側部は食道裂孔の左側から腹側を通り右側へ伸びる筋ワナ構造を示していた。
　　　　　匿］食道胸部後半から胃前房附近の筋層構築は，各筋層の発達の差を除き成牛・晩期ウシ胎仔とも同様を
　　　　示していた。
　　　　　巨］食道胸部後半の筋層は，交差組み合い域を構築し食道の内つ外筋層を構成する左・右円回転筋層と食
　　　　道の外筋層の最外部を構成する最外楕円左回転筋層が認められた。食道末端部で，これらの回転筋層は内輪
　　　　民部に移行し，新たに左厚田最：外縦走筋層，右最内斜走筋層，．左最内縦走筋層が認められた。噴門から約4
・“E；融・1’詠～5cm頭側（成牛）で，特に内輪走筋の発達する部位が認められた。一’篭・　・』』　・・．’．㌔…層・’…げ．一認・・瀬
　　　　　固噴門に近接する食道末端部の筋層は，右側壁では厚い右外縦走筋層，薄い内輪走筋層，厚い右県内縦
　　　　走筋層が認められ，左側壁では薄い左外縦走筋層，厚い内輪走筋層，疎な左最：内覧筋層が認められた。
　　　　　囹食道の左外縦走筋層は，第一胃の外縦走筋層に移行し，食道の右外縦走筋層は第一胃。第二胃溝底の
　　　　外層の縦走筋層に移行していた。食道の左町内縦走筋層は，噴門で消失していたが，食道の右最内斜走筋層
　　　　は噴門で，第一胃の内斜線維の形成する噴門筋ループに移行していた。
　　　　　囮横隔神経・背，外，腹側枝は，各々対応する腰椎部，肋骨部，胸骨部に分布していた。左・右横隔神
　　　　経の多くは背側枝，外腹側枝に二分隠していたが，他の分枝様茸も認められた。左横隔神経・背側枝の多くは
　　　　食道裂孔の腹側を通り，少数例では背側を通り横隔膜・腰椎部の右脚右内側部へ分枝を出していた。また同
　　　　部で左・右横隔神経・背側枝が吻合を示すものも認められた。
　　　　　圖食道の左側迷走神経幹は第五肋間で，右側迷走神経幹は第四肋間で背腹側枝を分枝し，成牛で噴門か
　　　　　ら約4～5c皿単方域において背・腹迷走神経幹を形成していた。そして食道の横隔膜貫通部および，そのす
　　　　　ぐ頭側位の左側で背・腹迷走神経幹をつなぐ数本の吻合枝が認められた。胃前房附近での背・腹迷走神経幹
　　　　の吻合枝は，左側では噴門から胃前房に，右側では胃前房から第一胃前庭に多く認められた。
　　　　　囹　横隔膜・腰椎部の主要支配動脈には，第一腰椎動脈・横隔枝，後横隔動脈，および第二胃動脈・横隔
　　　　枝が認められた。第一腰椎動脈・横隔枝は左。右第一腰椎動脈から起始し，横隔膜・腰椎部の背側辺縁部に
　　　　侵入していた。後横隔動脈は多く腹大動脈，腹腔動脈から起始し，横隔膜・腰椎部の背側部に侵入していた。
　　　　通常，第二胃動脈から派生する横隔枝には，左第一胃動脈から続くものも認められ，多くは横隔膜・腰椎部
　　　　の食道裂孔部に侵入していた。
　　　　　囮噴門から胃前房附近の主要支配動脈には，第二胃動脈，左第一胃動脈，および左胃動脈が認られた。
　　　　　匝1横隔膜・腰椎部の食道裂孔部と噴門から胃前房附近との間は，腹膜および胸膜に加え多くの脈管を介
　　　　・・七た附着帯によってしっかり保定されていた。横隔膜。腰椎部の右脚右内側部は噴門に対し面状に接するの！
　　　　に比べ，右脚左内側部は噴門を左側から腹側を通り右側まで筋ワナ状に取り囲み，噴門の左側部ではクサビ
　　　　状に第二胃溝左唇の基部に相い対していた。
　　　　　國晩期ウシ胎仔およびウシ新生仔の生体内鋳型法による肉眼解剖学的観察で認められた噴門・横隔膜ヒ
　　　　ダは，噴門開口時に第二胃溝左唇が尾方へ移動し，横隔膜・腰椎部の右脚左内側部が食道末端部の左側から
　　　　腹側を通り右側にかけて絞約することから形成される食道壁の突隆構造であることが明らかになった。また
　　　　食道末端部のアンプル状膨大部は，食道の回転筋層が輪走筋層に移行する部位から噴門までの領域に一致し
　　　　て認められた。
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　　　　　　　　　　　　　論文審査．の結果の要旨
　本研究は，ウシ（ホルスタイン種）の横隔膜・食道・胃移行部附近の筋層構築．神経支配，動脈支配につ
いて精査し，加えて生体内鋳型法に基づき記載されている食道末端部から第一胃前房附近の諸構造について
比較観察したものである。
　ウシの横隔膜は肝臓，脾臓，そして第一胃の頭身側端などとの間で附着領域を有し，この周辺の各器官の
重要な保定構造としての役割を果している。特に横隔膜・食道裂孔と噴門附近の相互位置的関係について
Nicke1らはCaudal　eso亘haぎ6alsphincterを，また，．Ja6kson，．℃abaUero，　DoughertyらはDia．
phragmatic　sphincterを示し，この部位の重要性を示唆してきた。それにもかかわらず同部周辺の詳細な局
所解剖学的研究はわずかで，それもすべて部出した個々の臓器を対象としたものであり，まして第一胃の噴
門周辺と横隔膜との相互位置的関係について両者間の付着状態まで言及した業績はほとんど見当らない。即
ち本研究は，ウシの横隔膜・腰椎部および食道胸部後半から第一胃前房附近の解剖学的記載として重要であ
るのみならず，横隔膜・食道裂孔と食道末端部から胃前房附近の相互位置的関係を局所解剖学的に明ちかに
することで，噴門開閉機構ひいては唱曲．消化機構の本態を解明するための極めて重要な基礎資料である。
　本研究は，ウシ晩期胎仔，新生仔，および成牛における剖出固定標本，固定液浴中での全身灌流固定標本，
ラテックス血管注入標本を用い，食道裂孔を構成する横隔膜とその腰椎部および食道胸部後半から第一胃前
房附近の筋層構築，神経支配，動脈支配を明らかにし，加えて固定液浴中での全身灌流固定標本と生体内鋳
型標本とを比較検討し，横隔膜・食道裂孔と食道末端部から第一胃前房附近が密接なる相互位置的関係を示
すことを形態学的に明らかにすると共に，機能的にも重要な相互関係を示唆した。その詳細は，次の通りで
ある。
　国横隔膜の各部とくにその腰椎部の各脚について，成牛および晩期ウシ胎仔について肉眼解剖学的観察
を行った。
　｛1）横隔膜・腰椎部の左脚および右脚は各々内・外側脚に区分され，右内側脚はさらに右脚左・右内側部
に区分され食道裂孔を形成していた。
　②　横隔膜・食道裂孔部におげる右脚左右内側部の相対筋最大横断面積の相対値は右脚左内側部が高値を
示し，またこの右脚左内側部は食道裂孔の左側から腹側を通り右側へ伸びる筋ワナ構造を示していた。
　匿］食道胸部後半から胃前房附近の筋層構築について肉眼解剖学的観察を行った。
　｛1）食道胸部後半から胃前房附近の筋層構築は，各筋層の発達の差を除き成牛r晩期ウシ胎仔とも同様を
示していた。　　　　　1が∵…下ご』…1’雪　5F．二』7・＝＝・事・・「‘「∵’ニーLr・二：．¶・「1‘∴”一’1’
　12｝食道胸部後半の筋層は，交差組み合い域を構築し食道の内・外筋層を構成する左・面面回転筋層と食
道の外筋層の最外部を構成する最外楕円左回転筋層が認められた。食道末端部で，これらの回転筋層は内輪
走筋に移行し，新たに左。右最外縦走筋層，右最内斜走筋層，左最内縦走筋層が認められた。噴門から約4
～5cm頭側（成歯）で，特に内輪露虫の発達する部位が認められた。
　〔3｝噴門に近接する食道末端部の筋層は，右側壁では厚い右外縦走筋層，薄い内輪走筋層，厚い右面内縦
走筋層が認められ，左側壁では薄い左回縦走筋層，厚い内輪走筋層，疎な左目：内縦走筋層が認められた。
　｛4｝食道の左外縦走筋層は，第一胃の外縦走筋層に移行レ，食道の右外緯走筋層は第一胃・第二胃溝底の
外層の縦走筋層に移行していた。食道の左最内縦走筋層は，噴門で消失していたが，食道の右最内斜走筋層
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o
．は噴朋で，第一胃の内斜線維の形成する噴門筋ループに移行していた。　’　　　，　　　　　　　、．い．、
　囹横隔神経の横隔膜支配様式，および迷走神経の食道胸部後半から胃前房附近の支配様式について肉眼
解剖学的観察を行った。
　｛1｝横隔神経・背，外，腹側枝は，各々対応する腰椎部，肋骨部，胸骨部に分布していた。左・右横隔神
経の多くは背側枝，外腹側枝に二分枝していたが，他の分枝様式も認められた。左横隔神経・背側枝の多くは
食道裂孔の腹側を通り．少数例では背側を通り横隔膜・腰椎部の右脚右内側部へ分枝を出していた。また同
心で左・右横隔神経・背側枝の吻合を示すものも認められた。　　　　　　　・一　・　　　　　∵’…「
　②　食道の左側迷走神経幹は第五肋間で，右側迷走神経幹は第四肋間で背腹側枝を分枝し，成牛で噴門か．
ら約4～5c瓜二方域において背・腹迷走神経幹を形成していた。そして食道の横隔膜貫通部および，そのす
ぐ頭側位の左側で背・腹迷走神経幹をつなぐ数本の吻合枝が認められた。胃前房附近での背喝腹迷走神経幹
の吻合枝は，左側では噴門から胃前房に，右側では胃前房から第一胃前庭に多く認められた。
　団横隔膜・腰椎部および噴門から胃前房附近の主要動脈系について肉眼解剖学的観察を行った。
　（1）横隔膜噌腰椎部の主要支配動脈には，第一腰椎動脈・横隔枝，後横隔動脈，および第二胃動脈4横隔
枝が認められた。第一腰椎動脈・横隔枝は左。右第一腰椎動脈から起始し，横隔膜◎腰椎部の背側辺縁部に
侵入していた。後横隔動脈は多く腹大動脈，腹腔動脈から起始し，横隔膜・腰椎部の背側部に侵入していた。
通常，第二胃動脈から派生する横隔枝には，二二一山動脈から続くものも認められ，多くは横隔膜喝腰椎部
の食道裂孔部に侵入していた。
　②　噴門から胃前房附近は，第二胃動脈，’左第一胃動脈，および左胃動脈により支配されていた。
　匡］横隔膜・食道裂孔と食道胸部後半から胃前房附近の相互位置関係について生体内鋳型法による肉眼解
剖学的観察および一般肉眼解剖学的観察を行った。
　ω　横隔膜・腰二部の食道裂孔部と噴門から胃前房附近との間は，腹膜および胸膜に加え多くの脈管を介
した附着帯によってしっかり保定されていた。横隔膜・腰椎部の右脚右内側部は噴門に対し面状に接するの
に比べ，右脚左内側部は噴門を左側から腹側を通り右側まで筋ワナ状に取り囲み，噴門の左側部ではクサビ
状に第二胃溝二二の基部に相い対していた。
　②　晩期ウシ胎仔およびウシ新生仔の生体内鋳型法による肉眼解剖学的観察で認められた噴門・横隔膜ヒ
ダは，噴門開巳時に第二胃二二唇が尾方へ移動し，横隔膜・腰椎部の右脚左内側部が食道末端部の左側から
腹側を通り右側にかけて絞約することから形成される食道壁の突隆構造であることが明ら均｝になった。また
食道末端部のアンプル状膨大部は㌶食道の回転筋層が輪回筋層に移行する部位から噴門までの領域に」』致レ
て認められた。
　以上の如く，本論文はウシの横隔膜が呼吸筋の一部として，また胸膜腔と腹膜腔の隔壁板としての構造。
機能に加え消化器系の機能二二に重要な形態学的構造を有することを示唆し，生体内鋳型法も加えて局所解
剖学に克明に解明した業績は大きく獣医学博士の称号に充分に値するものと認定する。
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